
全過程 一部

39 52
(42.9%) (57.1%)
85 43
(66.4%) (33.6%)
95 28
(77.2%) (22.8%)
219 123
(64.0%) (36.0%)

合　　計 355
342 13
(96.3%) (3.7%)

(100.0%)

実施期間 総数 実施件数

91
(92.9%)

（注）上記は，平成２３年４月以降，録音・録画を行った事件について，取調べ時間中に占める録音・録画時間の割合をそ
     れぞれ示したもの。

(0.0%)

(7.1%)
6
(4.5%)
0

（注１）「実施件数」及び「不実施件数」の（）内は，実施・不実施率（総数に占める実施・不実施件数の割合）をそれぞれ示
      したもの。
（注２）「全過程実施件数」及び「一部実施件数」の（）内は，各実施率（録音・録画実施件数に占める各実施件数の割合）
      をそれぞれ示したもの。

平成２５年４月～同２６年３月 123
123

○　独自捜査対象事件

実施件数の内訳

平成２４年４月～同２５年３月

98

134

平成２３年４月～同２４年３月
7

128
(95.5%)

不実施件数

51.4%
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90.0%
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全過程 一部

848 915

(48.1%) (51.9%)

1,657 845 523 53 333 1,324

(76.0%) (94.1%) (24.0%) (5.9%) (20.1%) (79.9%)

3,680 1,431 371 47 1,890 1,790

(90.8%) (96.8%) (9.2%) (3.2%) (51.4%) (48.6%)

3,836 1,363 56 11 2,893 943

(98.6%) (99.2%) (1.4%) (0.8%) (75.4%) (24.6%)

10,021 3,639 1,865 111 5,116 4,057

(84.3%) (97.0%) (15.7%) (3.0%) (55.8%) (44.2%)

○　裁判員裁判対象事件

平成２３年９月～同２４年３月

－

2,180

4,051

実施期間

1,478

898

総数 不実施件数

平成２５年４月～同２６年３月 3,892 1,374

（注１）青字は，裁判員裁判対象事件の罪名で公判請求した事件に限った内数。
（注２）「実施件数」及び「不実施件数」の（）内は，実施・不実施率（総数に占める実施・不実施件数の割合）をそれぞれ示し
　　  たもの。
（注３）「全過程実施件数」及び「一部実施件数」の（）内は，各実施率（録音・録画実施件数に占める各実施件数の割合）を
　　  それぞれ示したもの。

平成２４年４月～同２５年３月

平成２３年４月～同２３年８月

合　　計 11,886 3,750

実施件数の内訳

1,763 － － － －

実施件数

（注）上記は，平成２３年９月以降，録音・録画を行った事件について，取調べ時間中に占める録音・録画時間の割合を 
  それぞれ示したもの。 

録音・録画の実施件数・実施率 
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全過程実施率 一部実施率 

76.0% 

98.6% 
90.8% 



（注１）「準全過程実施」とは，事件の送致を受けた段階では，被疑者に知的障害によりコミュニケーション能力等に問題が
　　  あることを把握できなかったため録音・録画を実施しなかったものの，知的障害によりコミュニケーション能力等に問題
      があることが判明した後の検察官による全ての取調べについて録音・録画を実施した事件。
（注２）「実施件数」及び「不実施件数」の（）内は，実施・不実施率（総数に占める実施・不実施件数の割合）をそれぞれ示し
      たもの。
（注３）「全過程実施件数」，「準全過程実施件数」及び「一部実施件数」の（）内は，各実施率（録音・録画実施件数に占め
      る各実施件数の割合）をそれぞれ示したもの。

146 251

(98.6%) (1.4%) (63.3%) (13.5%) (23.2%)
平成２５年４月～同２６年３月 1,097

1,082 15 685

163 272

(97.9%) (2.1%) (58.7%) (15.5%) (25.8%)
平成２４年４月～同２５年３月 1,077

1,054 23 619

92 226

(97.8%) (2.2%) (35.0%) (18.8%) (46.2%)
平成２３年４月～同２４年３月 500

489 11 171

実施期間 総数 実施件数 不実施件数
実施件数の内訳

全過程 準全過程 一部

○　知的障がいによりコミュニケーション能力に問題がある被疑者等

合　　計 2,674
2,625 49 1,475 749

(98.2%) (1.8%) (56.2%) (15.3%) (28.5%)

401

（注）上記は平成２３年９月以降，録音・録画を行った事件について，取調べ時間中に占める録音・録画時間の割合を
それぞれ示したもの。

録音・録画の実施件数・実施率

35.0%

58.7% 63.3%

18.8%

15.5%
13.5%

46.2%

25.8% 23.2%

0

50

100

平成23年4月～同24年3月 平成24年4月～同25年3月 平成25年4月～同26年3月

録音・録画の実施率

全過程実施率 準全過程実施率 一部実施率

（％）

64.9%

83.3%
91.2%

0

50

100

平成23年9月～同24年3月 平成24年4月～同25年3月 平成25年4月～同26年3月

取調べ時間中の録音・録画時間の割合
（％）

（期間）

（期間）

97.8% 97.9% 98.6%



実施期間

平成２４年１１月～同２５年３月

平成２５年４月～同２６年３月

○　精神の障害等により責任能力の減退・喪失が疑われる被疑者等

(1.9%) (48.9%) (17.3%) (33.8%)

録音・録画の実施件数・実施率

総数
実施件数の内訳

実施件数

20 336

不実施件数

平成２５年４月～同２６年３月

(97.5%)

(98.1%)

（注１）「準全過程実施」とは，事件の送致を受けた段階では，被疑者に精神の障害等により責任能力の減退・喪失が疑われる
       ことを把握できなかったため録音・録画を実施しなかったものの，精神の障害等により責任能力の減退・喪失が疑われる
       ことが判明した後の検察官による全ての取調べについて録音・録画を実施した事件。
（注２）「実施件数」及び「不実施件数」の（）内は，実施・不実施率（総数に占める実施・不実施件数の割合）をそれぞれ示した
       もの。
（注３）「全過程実施件数」，「準全過程実施件数」及び「一部実施件数」の（）内は，各実施率（録音・録画実施件数に占める各
       実施件数の割合）をそれぞれ示したもの。

全過程 準全過程 一部

783

(42.9%) (17.3%) (39.8%)

2,759 53 1,349 477 933

135 312

実施期間

（注）上記は平成２４年１１月以降，録音・録画を行った事件について，取調べ時間中に占める録音・録画時間の割合をそれぞ
     れ示したもの。

(2.5%)
平成２４年１１月～同２５年３月

2,812

803

取調べ時間中の録音・録画時間の割合

83.7%

割合

80.8%

合　　計 3,615
3,542 73 1,685 612 1,245

(98.0%) (2.0%) (47.6%) (17.3%) (35.1%)
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